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1.2.2 集め方 

 ① 東北大学大学院文学研究科国語学研究室及び東北大学附属図書館 

  まずは東北大学大学院文学研究科国語学研究室や東北大学附属図書館にある書籍、論文、市町

村史等の資料を確認して手元に保存し、閲覧できる状態にした。 

 ② インターネット 

  各大学や研究機関の機関リポジトリなどを活用し、インターネット上に公開されている論文は 

  そこから入手した。 

 ③ 国立国語研究所図書館 

2011年 7月 25日及び 2012年 2月 20日、21日に国立国語研究所図書館に赴き、上記の①②

で未入手の資料を確認した。 

 ④ 国立国会図書館 

   2011年 2月 21日に国立国会図書館に赴き、上記①～③で入手できなかった資料を入手した。 

※ 探しきれてないものと、集めきれてないもの 

 なお、上述の探し方では、見ることができなかったものや捜しきれなかったものも数件存在する。

特に、私家版や市町村史等の公開場所が限られているものや、卒業論文等の公開されていないもの

などにも、被災地方言について記述されているものがあると考えられる。これらは今後さらに調査

を進めていきたいと考えている。 

 

 

2 被災地における方言研究の状況と課題 

 以下、各県で被災地に該当する市町村を挙げながら、上記の方法で収集した文献・資料の分野別

件数を示して、当該地域における方言研究の現状を把握する。また、そこから見出される今後の方

言記録に向けた課題を述べていくこととする。 

 形式としては、文献・資料の分野別件数を県ごとの《分野別研究件数》に表として掲げる。《分

野別研究件数》は方言区分や市町村などの地域区分ごとに「音声」「文法」「語彙」「方言集」「言語

行動」「その他」の６つの分野に大まかに分け、論文延べ数を表にまとめた。詳細な分野について

は、本節末の研究書籍・論文・談話資料等リストを参照願いたい。 

 《分野別研究件数》の後に各県ごとの研究課題として、研究の現状と今後の課題の考察をのせて

あるが、紙幅の都合で岩手県と宮城県は表と逆の掲載となる。なお、複数県にまたがっている大規

模な資料については、2.1～2.6に示す各県の後の 2.7にまとめて掲載してある。 

 ただし、今回の分析は、上述のとおり「宮城県」や「仙台市」「南三陸町」などの各被災地の市

町名を『20世紀方言研究の軌跡―文献総目録―』（日本方言研究会編、2005年、国書刊行会）、『日

本語情報資料館』（http://www6.ninjal.ac.jp/）、CiNii等で索引・検索した上で入手できた文献を対

象としており、東北全般を対象とした研究など、まだ目を通せていない文献もあるため、今後さら

に収集・分類をしていきたい。 
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